






























































B → D 因→呆



























































































震 度 新潟市で 5 仙台市で 5
死 者(県〉 14人 '2:7人
負傷者(県〉 重傷 46人 262人
軽傷 270人 10，700人
出火・焼失 12件・ 402棟 1件・ 13ケ所
水 害 5，000ha 
(12，334世帯〉
避難収容 新潟市で21，600人 仙台市で1，500人





電話復旧(市) 15日後に50%， 鞍接 2日後に平
34日後に100% P柿y. 
石油タンク 180，000kl (5基) 68，000kl (3基〉
350時間災上 流出のみ
(361世帯を延焼〉
寸品t.与 校 8日間休校 1日のみ休校
中 f 品A 校 8日間休校 休校せず
く表ー 1，表 2に関する資料等>
1. r東京都の人口統計のあらまし，昭和50年」東京都 1975 
2. r東京区部における地震被害の想定に関する報告書」東京都防災会議
1978 
3. r'78宮城県沖地震災害の概況」宮城県 1978 
4. r宮城県沖地震と都市ガス」日本瓦斯協会 1979 



















面 積 回2 80 579 237 
(DID 71) 
夜間人口 千人 2，265 8，647 615 
(DID532)! 
昼間人口 千人2，2651)(推) 10，714 
(DID 702564)| | ( 夜間人口密度 人βIa 283 149 
昼間人口密度 人jha 2831) 184 30， 
(DID10ω 
高速道路 km 96 
自動車保有台数 ぷ口」、 2，800 1，619，9002) 168，600 
地 下 鉄 km 1538) 
地 下 街 ha 27 
超高層ビノレ(45m)棟 一 128 6 
ガス本管心 km 1，607 6，748 829 
上水道配水管5) k皿 980 11，920 1，144 
死者・不明者 人 68，600 36，0∞的 13 
負 傷 者 人 26，000 63，0006) 9，300 
全壊家屋 棟 4，200 62，000町 715戸
焼失家屋 棟 301，000 473，0006) 
ガス本管破損 所 4，185 8，0616) 加
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A.予 知 B.震 度 C.季 節 D.曜日・時間
Al (予知なし〕 Bl (震度5-6弱〕 C1冬 Dl平日・昼間
Az (短期予知〕 Bz (震度6-7) Cz春・秋 Dz平日・休日・夕刻
As (長期予知〕 Cs夏 Ds平日・休日・夜間
D，休日・昼間
44 総合都市研究第14号
表-5 東京における都市的災害の様相 Stage B1-D1 (震度5強， 14時， Weekday) 
l政治行政 l業務・経済|商業・流通|工業・生産|建築物・設備 i
震度5強 。1・資料散乱 -資料散乱 -商品散乱 -製品散乱 -一部倒壊
-業務停止 -業務停止 -客の混乱(デバ -操業停止 -窓，二次部材，
-被害状況把握 -関係機関連絡 一人地下街〉 -機械，設備のー など破損
-コンビュー ター ， 部破損 -落下物，塀
-緊急体制 テレファックス -庄内指示 (負傷者) -出火(少ない〉
(電話) 一部停止 -客の避難(負傷 -家具の転倒
(無線) -情報収集 者) -崖，ょう壁のー
5-10分仁>1.関係機関連絡 -出火消火 -出火一消火 部破損(一部で
-対策本部の設置 -社内指示(負傷者〉 崩壊〕
15-20分r> l-~ ー
・職員の家族連絡 ・就業者の家族連 ・客の家族連絡 ・就業者の家族連




































































































































































































































































































































表-6 東京における都市的災害の様相 StageBz-Dz (震度6~ 7， 18-19時， Weekday) 
|政治行政(業務・経済|商業・流通|工業・生産|建築物・設備 l
震度 6~7 c::> 1 ・資料散乱 ・資料散乱 ・商品散乱 ・機械等の転倒 ・木造倒壊匿亙週
・室内の散乱 ・室内の散乱 ・負傷者(死者〉 ・設備の破損 ・落下物制
(残留者少数) ・コンピュー ター ， ・停電 (非常灯〉 ・燃料タンク漏れ ・ブロック塀
テレファックス ・お客の混乱 ・有毒ガス漏れ ・二次部材破損
破損 ・出火一消火不能 ・出火一消火不能 ・家具等転倒
〈残留者少数:) (滞留者多数) ・コンビナート? ・住宅より出火
-薬品から出火 ・マンション， R
-非常電源J照明・非常電源， J照明 ・アイソトープ? c被害













































































































































































































































































10分 p -負傷者 • x件の火災
-屋外脱出


















































-崖・擁壁の亀裂 -電車の停止(脱 -夕食準備→出火 -電話停止 -停電 -病院破損
崩壊 輪) -婦女子が多く世 -ガス漏れ












-生き埋めがあれ 帰宅 -小学校など避難 大重傷者の手当て
ば救助作業 収容 は可能か
-被害程度 -電車不通 -世帯主が帰宅せ -電話不通 -電気未復旧 大対策本部に人が
-危険に応じた強 -徒歩で帰宅 ず，家族の不安 -デマ -上水道未復旧 集まるか
制立退，避難措 -信号停止，遮断 -住宅の跡かたず -ガス未復旧 大復旧要員が集ま






大長距離輸送困難食いつから通勤す 話非回線復旧? 用電気の供給?i物流(食同 るか
復旧資材，人員大勤務先との連絡
大電車はいつ開通 は可能か 大電気，ガス， 女学校はいつから



































































































































































































































































































































て一一J Ií総合都市研究~ 8号， 15-26 
1979b r宮城県沖地震にみる被害規模と都市機能に












STUDY FOR SIMULATION OF DAMAGE TO A METROPOLIS 
DURING AN EARTHQUAKE 
Itsuki Nakabayashi 
Center for Urban Studies， Tokyo Metropolitan University 
Comprehensive Urban Studies， No. 14， 1981， pp. 37-58 
Urban functions in a metropolis are growing very highly complicated. Human relations 
are more complex in a metropolis and livelihood depends upon various goods transported 
from another areas. Therefore， damage sustained in a metropolis due to an earthquake 
would be presumedly heavy. However， the exact nature and extent of destruction in 
metropolis are yet to be made clear. 
This paper deals with a case study for the development of a simulation method of 
damage to a metropolis in an earthquake， as in the case of Tokyo. The aim of this study 
is to make clear the various phases of damage and their features. 
All possible phases of damage in a metropolis are presumed based upon survey reports 
of the Niigate Earthquake (1964)， Miyagiken-Oki Earthquake (1978) and several other recent 
tremors which have occurred in urban areas. These simulations are carried out under several 
conditions of Tokyo， ina scenario written by specialists on earthquak巴 disasters，and arranged 
in the form of a table. As a result of these simulations， some damage features位 pectedin 
a metropolis are cleared and prove useful for an assessment of possible countermeasures in 
case of such a disaster. 
